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自
殺
対
策
強
化
月
間

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
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自
殺
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
先
進
国
に
お
け
る

日
本
の
自
殺
死
亡
率
は
非
常
に

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
悩
み
や
問
題
を
抱
え
た
方

が
支
援
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
、

毎
年
自
殺
者
数
が
多
い
3
月
を

「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と
定

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

自
殺
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
自
殺
を
考

え
て
い
る
方
の
心
の
サ
イ
ン
に

気
付
き
、
自
殺
予
防
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

強
化
月
間
中
の
取
り
組
み

◆
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

自
殺
予
防
に
関
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

　
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

市
で
は
、
「
消
し
ま
し
ょ
う

　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所

で
」
統
一
標
語
と
し
た
「
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
」
に
合
わ

せ
て
、
市
内
巡
回
や
住
宅
防
火

診
断
な
ど
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

同
運
動
期
間
中
に
は
、
全
国
山

火
事
防
止
運
動
、
車
両
火
災
予

防
運
動
も
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
消
火
器
や
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
・
取
り

扱
い
な
ど
を
確
認
し
、
火
災
予

防
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

運
動
期
間
中
の
催
し
な
ど

◆
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　

市
内
の
小
・
中
学
生
の
描
い

た
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま

す
。

○
と
　
き　

3
月
7
日
（
火
）

ま
で
の
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
（
土
曜
・
日
曜

日
を
除
く
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
1
階
ア
ト

リ
ウ
ム

◆
街
頭
広
報

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、

救
急
時
に
救
急
隊
員
が
医
療
情

報
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
「
か

か
り
つ
け
医
」
「
薬
剤
情
報
」

「
持
病
」
な
ど
の
医
療
情
報
を

専
用
の
容
器
に
入
れ
、
自
宅
の

冷
蔵
庫
に
保
管
す
る
た
め
の
キ

ッ
ト
で
す
。

　

市
で
は
、
対
象
者
に
同
キ
ッ

ト
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
対
　
象　

65
歳
以
上
の
方
、

障
が
い
の
あ
る
方

○
入
手
方
法　

直
接
担
当
へ

ュ
な
ど
を
配
布
し
、
自
殺
対
策

に
つ
い
て
呼
び
か
け
ま
す
。

○
と
　
き　

3
月
7
日
（
火
）

午
後
6
時
〜
7
時

○
と
こ
ろ　

小
田
急
線
座
間
・

相
武
台
前
・
小
田
急
相
模
原

駅
、
相
鉄
線
さ
が
み
野
駅

◆
普
及
啓
発
コ
ー
ナ
ー

　

自
殺
対
策
ブ
ー
ス
で
自
殺
予

防
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を

配
布
し
ま
す
。

○
と
　
き　

3
月
31
日
（
金
）

ま
で
の
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
（
最
終
日
は
午

後
4
時
ま
で
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
1
階
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
前

　

火
災
予
防
に
関
す
る
チ
ラ
シ

な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

○
と
　
き　

3
月
1
日
（
水
）

○
と
こ
ろ　

小
田
急
線
座
間
・

相
武
台
前
駅

　
火
災
の
原
因

　

市
内
で
は
、
放
火
お
よ
び
放

火
の
疑
い
、
配
線
火
災
を
原
因

と
す
る
火
災
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

放
火
に
よ
る
火
災

　

放
火
は
、
不
特
定
の
者
が
出

入
り
で
き
る
人
目
に
付
か
な
い

場
所
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、

建
物
と
そ
の
周
辺
の
物
に
放
火

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
深
夜
か
ら
明
け
方
に

か
け
て
の
発
生
が
特
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

放
火
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
予
防
対
策
が

重
要
で
す
。
火
災
に
対
す
る
危

機
感
を
持
ち
、
地
域
の
住
民
同

士
で
協
力
し
て
予
防
対
策
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

◆
予
防
対
策

・
家
の
周
り
を
整
理
整
頓
す
る
。

・
死
角
と
な
る
場
所
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
物
置
や
倉
庫
な
ど
、
普
段
人

が
い
な
い
場
所
に
は
鍵
を
か
け

る
。

配
線
火
災

　

配
線
火
災
は
、
ほ
こ
り
を
原

因
と
し
て
発
生
す
る
場
合
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
ン

ト
周
り
を
定
期
的
に
清
掃
し
、

ほ
こ
り
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
プ
ラ
グ

が
脱
落
し
て
い
な
い
か
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◆
予
防
対
策

・「
タ
コ
足
配
線
」
を
し
な
い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
の
清
掃
、
プ
ラ

グ
の
確
認
を
す
る
。

設
置
し
ま
し
た
か

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
感

知
器
を
壁
や
天
井
に
取
り
付
け

る
こ
と
で
、
火
災
の
初
期
に
発

生
す
る
熱
や
煙
を
感
知
し
、
警

報
音
や
音
声
に
よ
り
知
ら
せ
、

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
を
減
ら

す
も
の
で
、
消
防
法
に
よ
っ
て

全
て
の
住
宅
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

設
置
の
有
無
だ
け
で
な
く
、

電
池
切
れ
な
ど
の
点
検
も
定
期

的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
設

置
基
準
な
ど
詳
し
く
は
、
担
当

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
適
正

に
設
置
し
た
場
合
、
各
保
険
会

社
の
火
災
保
険
な
ど
の
割
引
や

助
成
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
保
険

会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

　

消
防
署
の
職
員
が
住
宅
用
火

災
警
報
器
な
ど
の
物
品
を
販
売

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
来
庁
が
困
難
な
方
に
は
郵

送
し
ま
す
の
で
、
担
当
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　あなたを信頼しているからこそ打ち明けたということ
を理解し、相談には真剣に耳を傾け、話を聴いてくださ
い。また、必要に応じて、市や専門の相談機関などに連
絡しましょう。
　「話をそらす」「一方的に説得する」「安易な解決策
を提案して単に励ます」などの対応は、素直に気持ちを
伝えにくくなる場合がありますので気をつけましょう。
　市では、市自殺対策ホームページ「こころの健康」
（http://fishbowlindex.com/zama/kokoro/index.
html）を開設して、自殺を防ぐポイントなどを掲載して
います。また、同ホームページ内でメンタルヘルスチェ
ック「こころの体温計」を公開していますのでご利用く
ださい。

「死にたい」と相談を受けたら

配布している救急医療情報キット

火
災
に
遭
わ
な
い
環
境
づ
く
り
を

　
平
成
28
年
に
市
内
で
は
10
件
の
火
災
が
発
生
し
、
6
件
が
建
物
火
災
、
1
件
が
車
両
火
災
、
3
件
が

そ
の
他
の
火
災
で
し
た
。

　
火
災
の
危
険
性
を
把
握
し
、
火
災
に
遭
わ
な
い
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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平
成
28
年
度
下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

〜
市
内
の
小
学
生
が
入
賞
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公
益
財
団
法
人
神
奈
川
県
下

水
道
公
社
で
は
、
下
水
道
知
識

の
普
及
・
啓
発
を
目
的
と
し
て
、

相
模
川
お
よ
び
酒
匂
川
流
域
市

町
の
小
学
4
年
生
を
対
象
に
、

作
文
、
ポ
ス
タ
ー
、
書
道
を
募

集
す
る
「
下
水
道
作
品
コ
ン
ク

ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
総
数
4
1
5
0
点

（
作
文
の
部
85
点
、
ポ
ス
タ
ー

の
部
7
5
0
点
、
書
道
の
部
3

3
1
5
点
）
の
応
募
が
あ
り
、

市
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞

し
ま
し
た
（
敬
称
略
）
。

▽
作
文
の
部
（
優
秀
賞
）
＝
石

原
煌
基
（
相
模
が
丘
小
学
校
）

▽
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
入
賞
）
＝

梶
村
く
る
み
（
栗
原
小
学
校
）

▽
書
道
の
部
（
入
賞
）
＝
サ
ー

フ
ォ
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
な
（
栗

原
小
学
校
）
、
松
原
羽
梨
（
相

武
台
東
小
学
校
）
、
奥
津
日
那

多
（
入
谷
小
学
校
）
、
小
野
菜

々
子
（
立
野
台
小
学
校
）

表彰式に出席
した皆さん


